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 鋼繊維補強コンクリート（ Steel  F iber  Re inforced  Concrete，以降， SFRC と






期待できる．このような特長をもつ SFRC は様々な用途に用いられ，平成 12 年
度以降では 17  000～ 22  000 トン／年と鋼繊維の需要が増加してきている．全体
の鋼繊維需要量中にトンネルの占める割合は平成 12 年度以降に急激に増加し，
現在 70%前後で推移している．この理由は，平成 11 年に相次いだトンネル覆工
コンクリートの剥落事故以降，トンネル覆工コンクリートの剥離や剥落の防止，
耐久性の確保についての社会的意識が高まり，対策のひとつとしてトンネル覆工
コンクリートへの SFRC の採用が増加したためと考えられる．  
SFRC を用いたトンネル覆工体は靭性や変形性能が大きく，地山の変動に対し
て比較的良く追従し，コンクリートの破壊防止に効果があるが，その品質や耐久




















 第１章は序論であり，研究の背景と目的，本研究で対象としている SFRC と想
1  
 定している限界状態，および論文の構成について述べている．  






































































付録として， SFRC の引張軟化曲線に二直線モデルの第 2 直線を用いた場合に
ついて，円形断面トンネルの設計例を示した．  
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